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令和元年東日本台風（台風第１９号）の概要

■気象概況

10月6日に南鳥島近海で発生した台風19号は、マ
リアナ諸島を西に進みながら、7日には大型で猛烈
な台風となった。その後、小笠原近海を北北西に進
み、12日には北よりに進路を変え東海道沖を北北東
に進んだ。
12日19時前に大型で強い勢力のまま伊豆半島に上陸
した後、関東地方を通過し、13日未明に東北地方の
東海上に抜けた。

1
上陸時

中心気圧955hPa
最大風速40m/s

出典：日本気象協会ＨＰより

総降水量 （ﾚｰﾀﾞｰ解析雨量）
(2019年10月12日～10月13日の48時間)
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上石堂 雨量グラフ（10月11日～13日）

時間雨量

累積雨量

時間雨量
(mm/h)

総雨量
(mm)

総雨量
579.0mm

最大時間雨量
54.0mm

10月11日 10月13日

台風の接近、通過に伴い、
県内では東信地方を中心に記
録的な大雨となり、佐久穂町
上石堂（下記グラフ）や佐久
市初谷（568㎜）では、年間
平均降水量の５割以上となる
500㎜を超過する降雨量と
なった。

この大雨により、土砂災害
警戒情報を42地域に発表。
また、大雨特別警報が43市町
村に発表された。

出典：長野地方気象台
「令和元年台風第19号に関する長野県気象速報」より



令和元年東日本台風（台風第１９号）土砂災害の発生状況

凡例
●：土石流等
●：地すべり
●：がけ崩れ

１
土石流
10/12 上田市 梅ノ木沢

３ 土石流
10/12 佐久穂町 曽原

【被害状況】 人的被害なし
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4

2

土砂災害発生件数
６１件

土石流等： ４０件
地すべり： ６件
がけ崩れ： １５件

6

５

2

がけ崩れ
10/12 佐久市 天神

【被害状況】人的被害なし

2

３

【被害状況】人的被害なし

土石流
10/12 長和町長久保竪町

４

土石流
10/13 筑北村玉根

５

【被害状況】
人的被害なし

【被害状況】人的被害なし

総雨量が多い
千曲川流域にて土砂災害が多発

１

４



アンケートの実施内容

アンケート調査の概要

◎調査目的
令和元年東日本台風における土砂災害発生地域に居住する住民の事前の
備えや防災意識・災害時の行動を調査・検証し、「防災意識向上の取
組」に活かすため、住民アンケート調査を実施

◎対象地域
上田市、佐久市、佐久穂町、長和町、筑北村の土砂災害発生地区
（土砂災害による人的被害は無し）

◎調査方法
令和２年３月から４月、家屋被害を伴う土砂災害発生地域に居住する
世帯に調査票を配布、郵送による回収また、防災担当者へのヒアリング
を実施、回答結果を集計・分析

◎設問
全32問、土砂災害に関する事前の対策や防災意識、災害時の行動に関す
る内容
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アンケート結果＜回答集計数＞

アンケート集計内訳

■配布数及び回収数

上田市

佐久市

長和町

佐久穂町

筑北村

◎配布・回収数
配布数：1,248件、回収数：500件（回収率40.1％）



防災意識

●ハザードマップの認知度（７１．８％）や内容の理解度（６４．８％）は高い

●防災訓練や講習会等への参加率は低い

22.0%

32.0%

61.2%

64.8%

71.8%

77.0%

66.8%

35.4%

33.8%

26.2%

1.0%

1.2%

3.4%

1.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

災害を想定した講習会に

参加した事がある？

防災訓練参加したことがある？

土砂災害を想定した避難方法を

考えた事がありますか？

身近な地域で

土砂災害があると思った？

ハザードマップ見たことがある？

はい いいえ 無回答
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災害時の避難行動（避難）

25.8% 70.0% 4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難しましたか？

はい いいえ 無回答

16.8% 29.0% 28.0% 16.8%

5.6%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当時、土砂災害の被害を

受けると思いましたか？

かなり高いと思った

それほど高くないと思った

ほとんどないだろうと思った

かなり低いと思った

その他

無回答ほか

●台風接近当時、被害を受けると感じた方は、１６．８％

●実際避難した方は、２５．８％（500名のうち、129名が避難）
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災害時の避難行動（避難）

50.4% 41.1% 8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難する際、

他の人に声をかけましたか？

はい いいえ 無回答

●避難した方１２９名（25.8％）のうち、半数の方が「声掛け」をしながら避難した

73.6% 17.1%

2.3% 2.3%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難した方、

避難してどうでしたか？

避難してよかった 避難しなくてもよかった

避難しない方がよかった その他

無回答

●避難した方１２９名（25.8％）のうち、７割を越える方が「避難してよかった」と回答
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51.2%

38.8%

34.1%

31.8%

21.7%

20.2%

16.3%

15.5%

9.3%

9.3%

12.4%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

雨の降り方などで身の危険を感じたから

近所の人や消防団員等に避難を勧められたから

避難指示（緊急）が発令されたから

避難勧告が発令されたから

避難準備・高齢者等避難開始が発令されたから

大雨特別警報が発表されたから

家族に避難を勧められたから

近所の人が避難を始めたと知ったから

インターネット等で雨量や水位の情報を見たから

土砂災害警戒情報が発表されたから

その他

無回答

災害時の避難行動（避難）

○避難した理由は（複数回答）

●身の危険を自ら感じた方は、５１．２％

●近所の人や消防団等に勧められた（声掛けを受けた）方は、３８．８％

避難した129名に質問
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51.4%

44.3%

34.9%

26.6%

22.9%

21.7%

18.3%

13.1%

7.7%

7.4%

4.9%

4.6%

1.4%

10.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害にあうとは思わなかったから

今まで自分たちの居住地域が災害にあったことがなかったから

雨の降り方や川の水位から安全と判断したから

近所の人は誰も避難していなかったから

避難する方がかえって危険だと思ったから

テレビやインターネットの雨量や水位などの情報から安全と判断したから

いざとなれば2階などに逃げればよいと思ったから

誰からも避難を勧められなかったから

避難勧告や避難指示（緊急）が出たことを知らなかったから

避難場所での滞在が不安だったから

自宅以外の安全な場所にいたから

特に理由はない

避難を考えた時には、既に危険な状況になっていたから

その他

無回答

○避難しなかった理由は（複数回答）

災害時の避難行動（避難）
避難しなかった350名に質問

●被害にあうと思わなかった５１．４％

●これまでに居住地域で災害にあったことがない４４．３％ 10



61.8%

41.6%

36.8%

6.2%

3.2%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難場所や避難する

方法などについて考えてみたい

災害時に活躍できる

各種警報や気象情報について知りたい

地域で協力してできる

防災行動について話し合ってみたい

家をもっと丈夫な構造に

できないか検討したい

他地区へ移転することを考えたい

その他

これからの取組

【調査結果まとめ】
ハザードマップの認知度や内容の理解は高いが、防災訓練や講習会等への参加率は
低い。実際に避難した方は、約２６％（４人に１人）であり、その理由には「危険を
感じた」とともに「近所の人等に声を掛けられたから」との回答も多かった。
いざという時に危険から身を守る方法を身につけるため、防災訓練や講習会等に
積極的に参加し、防災意識と地域での共助の力を高めていくことが重要。

○これから取り組みたい防災行動はありますか（複数回答）
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� 調査結果分析 〜 避難した人の傾向

Q.8 、 Q.22

Q.9 、 Q.22 、 Q.29

Q.21 、 Q.22

◎各アンケート回答結果を基に関連を分析

避難した人 全体の２５．８％

講習会に参加し、かつ避難した人の
うち、声掛けした人
８２．４％

講習会に参加していないが、避難
した人のうち、声掛けした人
５７．８％

声掛けを受けた人のうち、避難した人
５２．９％

声掛けを受けない人のうち、避難した人
６．４％

防災訓練に参加した人のうち、避難した人
４１．３％

防災訓練に参加していない人のうち
避難した人
２０．６％

声掛けを受けると、
避難した人の割合が
４６％高くなる

防災訓練に参加し、かつ
避難した人の割合は
２１％高い

講習会に参加すると、
声掛けした人の割合が
２５％高くなる

Q.22
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令和元年東日本台風 土砂災害時の警戒避難に関する
住民アンケート調査結果概要

土砂災害を経験した住民、関係機関の皆様の防災意識や災害時の行動
から見えた「三つの備え」の大切さ

アンケート調査の概要
◎調査目的 令和元年東日本台風における土砂災害発生地域に居住する住民の事前の備えや防災意識・災害時

の行動を調査・検証し、「防災意識向上の取組」に活かすため、住民アンケート調査を実施
◎対象地域 上田市、佐久市、佐久穂町、長和町、筑北村の土砂災害発生地区（土砂災害による人的被害は無し）
◎調査方法 令和２年３月から４月、家屋被害を伴う土砂災害発生地域に居住する世帯に調査票を配布、郵送に

よる回収。また、防災担当者へのヒアリングを実施、回答結果を集計・分析
◎配布・回収数 配布数：１２４８件、回収数：５００件（回収率４０．１％）

「三つの備え」を支援する事業を推進します。
・地区防災マップ作成支援（地区毎のマップ作成と地区での防災訓練を支援）
・赤牛先生派遣事業（砂防ボランティアによる地域での防災教育事業）
・ハザードマップWeb化（信州くらしのマップ、ハザードマップポータルサイト）

調査結果の詳細は長野県ホームページで公開しています
https://www.pref.nagano.lg.jp/sabo/siryou/taihu19.html#tyosakeka

【建設部】令和2年10月22日

台風１９号接近時は、４人に１人（回答者５００名のうち、１２９名）が避難しました

避難した１２９名のうち、約半数の方は、他の人に声掛けしながら避難しました

土砂災害から、いのちを守るためには

三つの備えが肝心！① 自分のいる場所の危険を知る

② 危険から身を守る方法を考える

③ 避難は声を掛け合って

【調査結果まとめ】
ハザードマップの認知度や内容の理解は高いが、防災訓練や講習会等への参加率は低い。実際に避難した方は
約２６％（４人に１人）であり、その理由には「危険を感じた」とともに「近所の人等に声を掛けられたから」との回答
も多かった。いざという時に危険から身を守る方法を身につけるため、防災訓練や講習会等に積極的に参加し、
防災意識と地域での共助の力を高めていくことが重要。

ハザードマップ
見たことがある？

身近な地域で土砂
災害があると思った？

防災訓練参加
したことがある？

台風１９号接近時
避難しましたか？

声掛けしながら
避難しましたか？

避難して
どうでしたか？

主な調査結果

防災訓練や
講習会に参加しましょう！
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佐久建設事務所ホームページ

クリック

マップと工区
毎の進捗状況
を表示

発災直後（令和元年10月） 竣工（令和２年８月）


